
澤井市長の活動アルバム（８月分） 

 

 

 

「楽友会の盆踊り大会」（8月 28日） 

 

 

 「楽友会の盆踊り大会」にお招きをい

ただきました。今回の催しは、東日本大

震災で被災された方々への復興支援を目

的としているとお聞きし、市民の皆様の

安心・安全な暮らしを託されております、

私は、とても嬉しく、たいへん感銘を受

けました。 

 市民と行政による協働のまちづくりを

推し進め、明るい地域社会の実現に向け

た取り組みの中で、今後、様々な「お願

い」をすることもあるかと思いますが、より一層のご支援とご協力を賜りますよう、お願

いいたします！ 

 

 

「第 27回中学校吹奏楽部合同演奏会」（8月 27日） 

 

 

 本市の中学校吹奏楽部による合同演奏

会の開催にあたり、挨拶いたしました。 

 私から中学生の彼らに、命の尊さ、家

や食料、物がある暮らしに、改めて感謝

してほしいと伝えました。そして、家族

や友達、学校の先生やご近所の方々など、

自分を取り巻く沢山の人々との関わり、

人と人との繋がりの大切さをしっかりと

見つめ、吹奏楽に打ち込んでほしいとお

願いしました。 

 



 その上で、メンバーが心を一つにして、大好きな楽器を精一杯演奏する。私は、この合

同演奏会を一昨年・昨年と見させていただておりますが、今回についても勿論、奏でるそ

の音色は、元気よく、会場に響きわたっていました。 

           

 

 

 

 

 

「行政相談委員ブロック会議」（8月 25日） 

 

 

 本市で「行政相談委員河内第 2ブロッ

ク会議」が開催され、地元市長として、

挨拶をさせていただきました。制度が始

まってから 50周年を迎えられ、現在、全

国には約 4,900人の行政相談委員がおら

れます。地域住民と行政機関の間に立た

れ、行政運営や制度の改善を推進する窓

口として、日々、大変ご尽力を賜ってお

りますことに心から感謝を申し上げます。 

 本市における行政相談窓口は、毎月第 1

水曜日に庁舎内で行っており、例年、秋には特設行政相談や街頭での啓発活動も行ってい

ただいております。 

 相談委員の皆さんには、これからも、相談者への助言の充実、さらには行政相談制度の

拡充にご尽力賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 



「人権尊重のまちづくり審議会」（8月 25日） 

 

 

 「松原市人権尊重のまちづくり審議会」 

を開催いたしました。人と人がつながり

合い、支え合うといった関係に『絆』と

いう言葉があります。大震災と原発事故

を経験した我が国において、『絆』とい

う言葉が、とても大切な意味合いを持っ

ていることに、改めて気付かされました。

松原市は現在、セーフコミュニティの認

証取得を目指して、取り組みを行ってお

りますが、地域が緊密な連携を図り、一

体となって取り組んでいく活動は、自殺や児童虐待等々… 女性や子ども達等の人権に関

わる問題の予防や防止に大変有効であるとされております 

 「絆でつくるみんなのセーフコミュニティまつばら」がきっと人を思いやる、人権を尊

重するまちづくりになるものと考えています。 

 

 

「松原市防災総合訓練第 1回全体会議」（8月 24日） 

 

 

 10月 22日（土）実施予定の本市の防災

総合訓練にむけた「第 1回全体会議」を

開催いたしました。観測史上最大となる

東日本大震災を受け、我々は地域防災の

あり方について、いま一度、見直す転換

期であると考えております。 

 この間、自衛隊や警察、消防といった

人の生命や財産を守ることに直結する団

体、関係機関等々に対し、有事の際の対

応や協力体制について、強く要望・お願

いをしているところです。セーフコミュニティ認証取得に向けた活動は勿論、市としても、

地域防災の向上に組織をあげ全力で取り組んでまいりますので、防災訓練参加機関の方々

に、更なるご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。 

 



「長谷川さゆりさん、タイ赤十字の文化功労者表彰の受賞報告」（8月 24日） 

 

 

 天美北在住の洋画家、長谷川さゆりさ

んがタイ赤十字より文化功労者表彰を受

賞され、その報告の為、昨年に引き続き

来庁されました。 

 いくつかの作品を見せて頂きましたが、

淡い色彩がとても印象的なやさしい雰囲

気の作品で、私も心温まる気分になりま

した。 

 「これからも、人々の心を癒すことの

できる作品を描き続けます。」と思いを

笑顔で語ってくれた長谷川さん、今後も活躍されますことを期待しています。  

 

 

 

 

「交通事故をなくす運動推進本部役員会」（8月 24日） 

 

 

 私が、推進本部長を務める「交通事故

をなくす運動・推進本部役員会議」を開

催いたしました。来る 9月 21日から 30

日までの 10日間、実施いたします「秋の

交通安全運動」は、春の運動に引き続き、

「子どもと高齢者の交通事故防止」に重

点を置かせていただいております。市民

の健康と安全な暮らしを守ることは、本

市の職員が一丸となって、取り組んでま

いらねばならないことであります。交通

事故はもちろん、重点目標である「安心・安全なまちづくり」に全力で取り組んでまいり

ます！ 

 

 

 



「災害時の物資調達に関する協定 調印式」（8月 23日） 

 

 

 松原市の、万が一に備えての安心・安

全対策として、セッツカートン株式会社

様より、『段ボール製の簡易ベッド・間

仕切りボード』を災害時に物資提供して

いただく協定を締結させていただきまし

た。段ボールでありながら、とても頑丈

で、持ち運びに便利なので大量搬送がで

きます。しかも、コストも安い上、内部

に収納が可能なので、移動する場合は荷

造りに活用できます。 

 最も大切なことは、災害時に『いかに被害を受けないか？』また、被害にあった場合に

は『いかにして被害を最小限に抑えるか？』だと考えております。 

 セーフコミュニティ認証取得に向けた活動は勿論、松原市は地域防災の向上に組織をあ

げ全力で取り組んでまいります！ 

 

 

 

「2011城連寺納涼盆踊り大会」（8月 19日） 

 

 

 本年も、城連寺の納涼盆踊り大会にお

招きをいただき、挨拶をさせていただき

ました。 

 地元の皆さんの一致協力による取り組

みは、一体感を与えるだけでなく、その

地域の活性化にも大きく寄与・貢献する

ものです。子どもから大人まで、年齢を

超えて多くの交流をもてる盆踊り大会を

きっかけに、地域のふれあいについて、

それぞれが、もう一度、意識を持ってい

ただき、人と人との関わりや支えあいを、大切にしていただきたいと思います。 

 

 



「清水フリーバーズ、全国大会にて優勝報告」（8月 19日） 

 

 

 7月 27日に「第 14回全国小学生ティー

ボール選手権大会」への出場報告に来ら

れた清水フリーバーズの皆さんが、その

全国大会で優勝された報告に来られまし

た。 

 「優勝を目指して頑張ってきます！」

との言葉通り、見事に優勝して帰ってき

てくれました。 

 昨年は、準優勝という、結果に悔しそ

うに報告に来られていたのを思い出しま

す。 

 昨年の結果も踏まえ、努力を重ねてきた結果だと思います。今後も、スポーツと勉強を

両立しながら、今後の大会も頑張って下さい。 

 

 

 

 

「南大阪災害復旧支援協力会から災害備蓄用の簡易トイレの寄附」（8月 19日） 

 

 

 南大阪災害復旧支援協力会より、昨年

に引き続き災害備蓄用の簡易トイレを寄

附していただきました。 

 昨年にいただいた簡易トイレは、支援

物資として被災地へ届けさせてもらいま

した。 

 暖かいお志のもと、いつ起こるか分か

らない災害に万全の体制で、備えておき

たいと思います。 

 本当にありがとうございました。 

 

 

 



「池内夏祭り」（8月 13日） 

 

 

 本年も、池内夏祭りにお招きをいただ

きました。地域社会の果たす役割が、益々

大きくなってきているにもかかわらず、

人と人との関わりが希薄化し、無関心に

なっていることにより地域社会でのコミ

ュニケーションが上手にできていないこ

とも否定しがたい事実です。 

 お祭りや盆踊りといった地元の連携と

協調による「地域の力」が、今後のまち

づくりに無くてはならないものであり、

松原市の発展に繋がっていくものだと、私は考えております。 

 

 

「松原市非核平和展」（8月 9日） 

 

 

 市役所市民ロビーで開催しました「松

原市非核平和展」を見学しました。折鶴

コーナーでは、平和を願いながら、一生

懸命に千羽鶴を折る小学生の姿が目に入

り、とても印象的でした。 

 この子ども達の未来のためにも「戦争

の悲惨さ、平和の尊さ」を次の世代に確

実に伝えていかなければならないと心に

強く誓いました。 

 また、今回は戦場カメラマンでお馴染

みの渡部陽一さんの作品コーナーもあり、市民の

方々も熱心に鑑賞されていました。 

 

 

 

 

 



「モニターVTR撮影」（8月 9日） 

 

 

 商工会議所ならびに阪南大学との包括

協定のもと、この間、様々なお願いをし

ているところですが、知・人・物という

資源に情報発信力を新たに加え、まちづ

くりに有効活用させていただけるように

なりました。 

 そういった松原市の情報を発信するべ

く、川西会頭、辰巳学長と私の 3者で、

産学官によるまちづくりのインタビュー

撮影がありました。 

 その風景は、松原駅前のゆめニティ 3階のモニターで 10月上旬より放映予定です。 

 お立ち寄りの際は、是非、ご覧になってください！ 

 

 

 

「第 37回まつばら市民まつり」（8月 6日） 

 

 

 松原の夏の一大イベント「第 37回まつ

ばら市民まつり」が、「心は一つ つなが

ろう 日本」というスローガンで開催いた

しました。これは、約 5ヶ月前の大震災

を経て、東北地方をこの国のみんなで支

えていこう！そのためにも、まさに一丸

となって、被災された方々を支援してい

こう！という「想い」が込められたもの

であります。 

 『まちづくり』においても、その言葉

どおり、地域のつながりや、人と人との関わりというものが、何よりも必要不可欠である

と、私は考えております。 

 

 

 



「浪速高等学校 大西英輝くん・葭矢雄太くん、全国大会出場報告」（8月 4日） 

 

 

 本市在住で浪速高等学校 2年生の大西

くんと葭矢くんが、「第 38回全国高等学

校空手道選手権大会」への出場報告に来

てくれました。 

 今後の 2人の活躍を心から期待してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

「風の広場」のお披露目会（8月 1日） 

 

 

 「今池水みらいセンター」に待ち望ま

れていた『風の広場』が完成し、オープ

ンに先がけたお披露目会に参加させてい

ただきました。 

 当日は、大阪府をはじめ、地元の自治

会や天美西地区協議会の方々へのご尽力

に対して、あらためて、感謝を申し上げ

ました。 

 この『風の広場』が、地域に親しまれ、

市民の方々に末永く愛されますよう、心

からお祈りいたします。 

 

 

 

 

 

 


